
授業方法

必修・選択 必須 単位数 2単位

学年・時期 回数

授業の目的及び ねらい

授業終了時の到達目標

回数

テキストP２～P6

P7～P11 

P11～P16

P16～P２４

P24～P29

P29～P37

P37～P45

P45～P51

P52～P57

P57～P６１

P61～P６８

P68～P７１

P71～P７４

P７５～P７７

振り返り

成績評価の方法

使用テキスト・参考書等

授業に関する特記事項（携帯電話の取り扱い・授業内のルール等）

講義要項（シラバス）

科目名 人間の尊厳と自立 講義・演習

担当教員名 大谷　いづみ
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学科 介護福祉科 15回

各回のテーマ・内容 授業以外の事前準備学習内容

1

2

3

4

5
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担当教員の

実務経験

１年　　半期

行政機関で介護保険を中心に、福祉関係を主に従事してきたこの経験を生かし、
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9

10

11
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人間の尊厳と利用者主体

人権思想の潮流とその具現化

人権や尊厳に関する日本の諸規定

社会福祉領域での人権・福祉理念の変遷Ⅰ

本科目の理解が深まるように、伝えていく。

「人間を理解する」とはどういうことか、生活を通じて考えつつ、尊厳の保持と自立について理解し、

介護現場における倫理的課題に対応できるための基礎を身につける。

・人権・福祉の理念の歴史的変遷をたどり、人間の尊厳・人権尊重及び権利擁護について理解できる。

・自立の考え方について学ぶとともに、尊厳を守る介護と自立支援の関係性を理解できる。

社会福祉領域での人権・福祉理念の変遷Ⅱ

社会福祉領域での人権・福祉理念の変遷Ⅲ

人権尊重と権利擁護Ⅰ

人権尊重と権利擁護Ⅱ

自立の概念の多様性

まとめ

定期試験（小テスト含む）70％　　受講態度30％

最新　介護福祉士養成講座１「人間の理解」第2版介護福祉士養成講座編集委員会編集（中央法規出版）

・授業に関係のない私語は禁止　・教員の指示又は指導による場合を除き、受講時間中の携帯電話の電源をOFFに設定

自立とは

介護を必要とする人の自立と自立支援Ⅰ

介護を必要とする人の自立と自立支援Ⅱ

介護を必要とする人の尊厳の保持と自立、自立支援の関係性

介護における自立支援について14

15

13


